
第3学年2組保健体育科学習指導案

生徒数男子15名女子16名計29名

指導者滝沢一真(T1)津久井大貴(T2)

1単元名健康な生活と疾病の予防「生活行動・生活習悩と健康（食生活と健康)」

2単元について

小単元「生活行動・生活習慣と健康」は、健康の保持増進には、年齢、生活環境などに応

じた運動、食事、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続けることが必要であることについて

科学的に理解させることにより、自らの健康を適切に管理し改善していく思考力や判断力を

育成する単元である。

また、グローバル化やインターネット等による情報化の社会環境の中で食や運動、健康に

対する様々な価値観や情報が氾濫したり、がんをはじめとする生活習悩が要因となって発生

する疾病が増加したりしていことから、正しい知識と判断力を身に付けることの重要性が高

まっている。生涯にわたって健康を保持増進するために適切な選択をし、自分の健康を管理

し改善していく必要があることについて理解できるようにする単元である。

3生徒の実態

全体的に素直で明るい生徒が多く、意欲的に授業に取り組む。学び合い学習などでは積極

的に教え合ったり、意見を出し合ったりすることができる生徒が多い。保健学習に対しても

課題の解決に向けて前向きに考えることができる。

9月の上旬に行った健康ウイークのHQC(ヘルスクオリテイーコントロール）シートの

記入内容では、1．2年生の時と比べて、就寝時間が遅い、睡眠時間が少ない、起床時間が

遅いなどの結果が出ている。また、塾や受験勉強の影響等で食事のリズムが乱れたり、内容

が十分でなかったりしている。さらに、運動不足を感じている生徒も多く、日常の生活行動

を見直す必要がある生徒が多くいる。

4教師の指導観

生徒はこれまでのさまざまな経験や学習の中で、運動や食生活、休養、睡眠が健康な生活

を送ることに影轡していることを感じている。しかし、現実の自分の生活を振り返り、健康

の保持や増進のために、これからの生活の仕方について具体的に考える機会は少ない。

そこで、事例について各自で考えたり、仲間との意見交換をしたりすることで、主体的に

学習に取り組ませ、運動や食生活、休養や睡眠などの生活習慣が健康と関わっていることを

実感させたい。そして、学習で得た知識を事例や自分の生活にあてはめながら、自分の生活

を振り返り、改善していく意欲を持たせたい。

また、「食生活と健康」では、食育の視点を踏まえつつ、健康的な生活習慣の形成に結び

つくように指導していきたい。
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